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なよろ産業まつり

第47回
なよろ産業まつり
第47回
なよろ産業まつり

　
今
年
度
よ
り
新
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
つ
い
て 

丸
め
て 

も
ち
つ
き
ロ
ー
ド
」

を
開
催
し
ま
し
た
。つ
き
た
て
の
お
餅

を
１
分
以
内
に
丸
め
、重
さ
と
形
を

競
う
企
画
で
す
。司
会
者
か
ら
重
さ

は
３
０
０ｇ
と
発
表
さ
れ
、参
加
者
は

熱
々
の
お
餅
を
自
分
の
勘
を
頼
り
に

丸
め
て
い
き
ま
し
た
。初
め
て
の
企
画

と
な
り
ま
し
た
が
、参
加
者
と
観
客

共
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
伊
勢
名

物「
赤
福
」の
販
売
も
行
い
、販
売
前
か

ら
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。今

年
で
３
回
目
の
販
売
と
な
る「
赤
福
氷

」の
販
売
も
行
い
、赤
福
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
方
た
ち
で
会
場
は
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
、浅
江
島
公
園
を
会
場

に「
も
ち
米
日
本
一フ
ェ
ス
タ
　
第
47

回
な
よ
ろ
産
業
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
名
寄
市
や
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
で
組

織
す
る
実
行
委
員
が
主
催
と
な
り
設

営・準
備
等
を
行
い
ま
し
た
。開
会
式

後
の
恒
例
企
画
の
名
寄
市
の
農
産
物

な
ど
の
豪
華
景
品
が
当
た
る
、当
た
り

付
き
餅
ま
き
で
は
今
回
も
人
気
を
集

め
、ス
テ
ー
ジ
前
に
は
多
く
の
来
場
者

が
参
加
し
飛
び
交
う
餅
を
キ
ャッ
チ
し

た
り
、会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

もち米日本一フェ
スタ

　

9
月
24
日
、J
A
上
川
地
区
青
年

部
協
議
会
と
女
性
協
議
会
の
合
同
事

業「
ご
飯
が
す
す
む
農
家
め
し
」の
取

り
組
み
で
考
案
し
た
レ
シ
ピ
が
市
内

小
中
学
校
の
学
校
給
食
で
採
用
と
な

り
、生
産
者
を
代
表
し
て
青
年
部
小

川
智
也
氏
と
女
性
部
住
田
美
紀
氏

が
と
う
も
ろ
こ
し
の
作
り
方
や
今
回

提
供
さ
れ
た「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
入
り

キ
ー
マ
カ
レ
ー
」の
紹
介
を
名
寄
小
学

　
９
月
10
日
、Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
本
所

倉
庫
事
務
所
に
て
、風
連
地
区
の
令
和

７
年
度
産
う
る
ち
米
初
検
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
村
上
清

組
合
長
、う
る
ち
米
生
産
組
合
の
干

場
和
幸
組
合
長
を
は
じ
め
関
係
者
が

校
3
年
生
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は「
名
寄
の
食
材
を
知
ろ

う
ー
な
ぜ
名
寄
市
の
食
材
は
給
食
に

使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」を
テ
ー

マ
に
名
寄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
畜

産
物
や
農
家
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、授
業
の
あ
と
に
は　
子
ど
も

た
ち
と一緒
に
給
食
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
市
内
の
学
校
給
食
で
は
季
節
に
合

わ
せ
て
、名
寄
産
農
畜
産
物
を
使
用
し

た
名
寄
給
食
が
定
期
的
に
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

見
守
る
中
、風
連
地
区
の
日
根
野
星

太
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た「
な
な

つ
ぼ
し
」は
農
産
物
検
査
員
に
よ
っ
て

適
正
に
検
査
が
行
わ
れ
、見
事
に
全
量

１
等
米
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。日
根
野

さ
ん
に
は
農
協
と
う
る
ち
米
生
産
組

合
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

名
寄
小
学
校
出
前
授
業

令
和
７
年
度
産　
う
る
ち
米
初
検
査
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稲
刈
り
体
験

活 食

動 育
風
連
中
央
小
学
校
　
稲
刈
り
体
験

　
９
月
10
日
、風
連
地
区
の
名
寄
市

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、風
連
中
央
小

学
校
の
３・４
年
生
が
も
ち
米「
は
く

ち
ょ
う
も
ち
」の
稲
刈
り
を
体
験
し
ま

し
た
。こ
の
稲
は
、５
月
に
児
童
た
ち

が
田
植
え
体
験
で
植
え
た
も
の
で
す
。

　
最
初
に
、稲
を
刈
る
と
き
の
姿
勢
や

鎌
の
使
い
方
を
教
わ
り
、子
ど
も
た
ち

は
真
剣
な
表
情
で
作
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。初
め
は
慣
れ
ず
に
戸
惑
う
様

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ
自

信
を
も
っ
て
刈
り
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、児
童
た
ち

は
食
べ
物
の
大
切
さ
や
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

名
寄
東
小
学
校
　
稲
刈
り
体
験

　
10
月
１
日
、名
寄
東
小
学
校
３
年
生

の
児
童
18
名
と
、青
年
部
名
寄
支
部

の
５
名
に
よ
る
稲
刈
り
体
験
が
、名
寄

地
区
朝
日
の
佐
藤
宏
樹
氏
の
圃
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
青
年
部
の
方
々
に
教

わ
り
な
が
ら
、稲
刈
り
や
は
さ
が
け
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、玄
米
バ
ラ
調
製
施
設
の
中
も

見
学
し
、稲
が
玄
米
に
な
る
ま
で
の
過

程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
初
め
て
体
験
す
る
児
童
も
多
く
、皆

と
て
も
楽
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
さ
が
け
し
た
も
ち
米
は
、精

米
さ
れ
た
の
ち
、後
日
青
年
部
か
ら
児

童
へ
配
ら
れ
ま
し
た
。

風連支部
　９月上旬に屑米の出荷予約の取り纏めを行い、
９月１４日・９月２１日・９月２８日・１０月５日の４日間
で屑米集荷が行われ、2,265俵が集まりました。
　朝早くからの作業にも関わらず多くの部員が
集まりました。支部長を中心として、屑米の入った
フレコンやＰＰ袋が次々に倉庫へ運び込まれまし
た。

青年部屑米集荷事業青年部屑米集荷事業

名寄支部
　９月上旬に屑米の出荷予約の取り纏めを行い、９
月２２日・９月２８日・１０月５日の3日間で屑米集荷が
行われ、2,948俵が集まりました。
　支部長を中心とし部員たちは手際よく作業を進
めていました。時 ト々ラックが並ぶ場面も見られ、
次々とフレコンやＰＰ袋が倉庫に運ばれて行きまし
た。

　毎年、農協一元集荷に向けそれぞれの青年部地区代表が予約推進・集荷を行っており、集荷され
た屑米は適正に検査され等級別に分けられています。集荷運賃として得た収益は、今後の青年部活
動資金として使用させていただきます。
　ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。
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冬期

冬は伊勢志摩でお仕事しませんか？
期 間：令和7年12月～令和8年2月末

（公休：月間８～10日）

お仕事：和菓子（赤福餅）製造ラインの作業
・機械への原料、資材供給

・検品、包装

賃 金：時給11,,225500円
（22～5時は1,562円）

時 間：①7：30～16：30

②22：00～7：00

三三重重県県伊伊勢勢市市宇宇治治中中之之切切町町2266番番地地

人人事事課課：： ００５５９９６６--２２３３--７７５５６６６６
詳詳細細ににつつききままししててはは

おお電電話話ででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい

宿舎完備

入入居居費費はは

月月額額3,500円円
水水道道光光熱熱費費込込！！

旅費負担

往往復復のの旅旅費費とと身身のの

回回りり品品のの運運搬搬費費をを

全全額額負負担担！！

慰労金あり

2月月末末ままででのの契契約約満満
了了ででボボーーナナスス（（慰慰労労

金金））をを支支給給！！

夜勤手当

夜夜勤勤（（22：：00～～））のの勤勤
務務ににはは

1日日2,000円円をを加加算算！！

食堂あり

昼昼食食：：350円円
夜夜食食：：150円円
でで利利用用可可能能！！

安心の待遇で

お待ちして

おります

令和５年産もち⽶共計精算報告
令和7年9⽉5⽇付にて精算致しました令和5年産もち⽶共計精算についてご報告いたします。
〇精算単価（税込） （単位：円／俵）

はくちょうもち
⾵の⼦もち

はくちょうもち
⾵の⼦もち

令和５年産もち⽶全道共同計算精算書
＜令和５年９⽉〜令和７年８⽉＞

道北なよろ農業協同組合 ホクレン農業協同組合連合会
（登録番号） T1450005002516 （登録番号） T7430005003072

１．共計⼊庫数量（個別表）   

C

D

E

F

※⽴替諸掛はホクレンにて内訳・明細を保管しております。
※ホクレン⼿数料はホクレン売上となります。

14,669.756

632.000

⽀払済概算⾦（仮配）

精算⾦⽀払額 C-D

1,454.009

15,301.756

1,362.931

1.195
29.107
30.302

1,393.233

0.000

0.000
101.892
200.578
41.012
0.000

838.350
175.973
0.000
5.125

5.345
7.328
60.776

16,755.764

53.448

0.000

1.991
105.990

110.119
212.012

2,715,239,800

116,977,512

≪参考≫
共計参加数量
当たり単価
16,457.705

5.962
36.900
0.000

16,500.567
43.186

16,543.753

0.000

101.892

269,123,892

1.984

2,832,217,312

252,266,230

221,134
5,387,450
5,608,584

257,874,814

0
18,859,320
37,125,242
7,590,990

0

0

計
155,171,048
32,571,038

0
948,592

367,200
989,226
1,356,426
11,249,078

3,101,341,204

計
9,892,652

0

368,439
19,617,868

20,382,127
39,241,447

計
0

18,859,320

6,829,771
0

3,054,106,442
7,993,315

3,062,099,757

共計参加数量（俵）
185,091.0
計

3,046,173,069
1,103,602

204,910,821

0
22,933,294

23,033,770

690,090
0

22,933,294

0
0

0
86,236

0
1,714,484
3,375,022

100,476

税額
14,106,459
2,961,003

税額
0

27,200
73,276
100,476

0
1,714,484

227,944,591

1,714,484

246,090,122

2,627,306,491

0
229,332,936

221,134
5,387,450
5,608,584

17,144,836
33,750,220
6,900,900

本体⾦額
141,064,589
29,610,035

0

234,941,520

1,255,950
11,148,602

37,526,963

2,873,396,613

本体⾦額

862,356
0

本体⾦額
2,820,530,619
1,021,854
6,323,862

0
2,827,876,335
7,993,315

本体⾦額

368,439
19,617,868

20,382,127

A-B

不課税

ー

10
10
10

不課税

10
10
10
10
10

9,892,652
340,000
915,950

ー

税率
10

税率
⾮課税
8
8

税率
8
8
8
8

不課税

合計

10％計

繰越⾦
翌年産⾒込諸掛繰越

0％計
諸掛計

保険料

契約格差⾦
フレコン収⽀⽀払⾦
ホクレン⼿数料
全農⼿数料
その他諸掛

⽴替諸掛・売上
運賃
集約保管費⽤
産地精⽶委託搗精賃等
経過保管料（農協へ⽀出）

特徴のある⽶に係る加算
契約加算⾦

8％計
品代計

合計

項⽬
⾦利

項⽬
販売代⾦
運賃
経過保管料（販売先から受⼊）

8％計
助成⾦

産地精⽶搗精賃

品代計

受⼊⾦ー⽀払⾦

科⽬

0
226,230,107

税額
0

科⽬

販売共計受⼊⾦

⽴替諸掛
産地精⽶卸負担

10％計

不課税

税率
10

⾮課税

不課税
17,144,836

0

精算単価⼊庫時概算⾦
R6.9⽉
追加払い

R6.12⽉
追加払い

R7.9⽉
精算払い

販売共計⽀払⾦

違約⾦

前年産繰越⾦
前年産⾒込諸掛繰越

0％計
諸掛計

0

2,835,869,650

税額
225,642,450

超過⽶
1等

超過⽶計
1,142.5
1,227.5

0 0.000

フレコン収⽀受⼊⾦ 10 17,144,836 1,714,484 18,859,320 101.892

⾦利 ⾮課税 395,820 395,820 2.139

拠出⾦ 不課税 0 0

等級品種区分

⼀般⽶
1等

⼀般⽶計

⾮課税 0 0

185,091.0合計
2,370.0

143,766.0
38,955.0
182,721.0

⼊庫数量
俵

81,748
505,909

0
226,230,107

1,800 371.96 632 15,303.96

12,500 1,800 200 632 15,132

12,500

農産課から 農産課から
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金融課から 金融課から

本所金融共済部金融課
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総務課から総務課から
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理事会の経過

理
事
会
の
経
過

［
決
議
事
項
］

一
、　
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、　
子
会
社
管
理
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、　
防
衛
施
設
事
業
に
係
る
固
定

資
産
の
賃
貸
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、　
与
信
残
高
４
，
０
０
０
万
円

超
へ
の
貸
付
に
係
る
承
認
に

つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、　
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸

付
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

［
決
議
事
項
］

一
、　
出
資
金
持
分
譲
渡
の
申
し
出

に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、　
防
衛
施
設
事
業
に
係
る
固
定

資
産
の
賃
貸
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、　
リ
ス
ク
評
価
書
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、　
与
信
残
高
４
，
０
０
０
万
円

超
へ
の
貸
付
に
係
る
承
認
に

つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
七
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
八
月
二
十
八
日

第
八
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
九
月
二
十
九
日

令和7年
8月 20日第2・四半期定例監査

20日第8回監事会
28日第7回定例理事会
28日第9回監事会

9月 29日第8回定例理事会
29日第10回監事会

JAのあゆみJAのあゆみ

労働保険未手続事業一掃強化期間です！

総務課から

１１月は

　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉の増進等を図るこ
とを目的に、国が直接管理運営している保険です。農林水産業の一部を除き、労働者を一人で
も雇用する事業については、法人・個人を問わず加入が義務づけられております。
　厚生労働省では、「未手続事業の一掃」を年間を通じた主要課題と位置付けた上で、１１月を

「労働保険未手続事業一掃強化期間」とし、集中的に広報
活動を展開し、労働保険制度のより一層の理解、周知を図る
こととしております。
　労働者が安心して働ける職場となるよう、まだ労働保険
に加入していない事業主の方は、速やかに最寄りの労働基
準監督署または公共職業安定所（ハローワーク）でご相談く
ださい。

厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課
TEL.011-709-2311（内線3635）
または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所（ハローワーク）

問い合わせ先

一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069‐0834 江別市文京台東町43－1　☎0120－918－417　「ＪＡカレッジ」で検索

ＪＡグループ職員養成校

ＪＡへの就職希望者１００%就職（令和６年度実績）

令和８年度入学生 第２回募集
●定員４０名　●男女共学　●１カ年
●寮完備（個室）/通学も可
●受験資格　満２７歳未満（令和７年４月１日現在）
　　　　　　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、
　　　　　　高校卒及び見込
●試験日　　１２月６日（土）
●願書受付　１０月１日（水）～１１月２１日（金）消印有効
●オープンキャンパス随時開催中

※ＪＡ道北なよろに就職希望の方は奨学金制度があります。詳しくは総務課まで。
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クロスワードクロスワード／声の広場

自ら道を切り開く活躍した女性クロス

１　
ジ
ャ
ン
ヌ・ダ
ル
ク
は
こ
の
国

の
英
雄

２　
船
旅
が
終
わ
る
と
コ
コ
へ
上

が
る

３　
障
害
に
負
け
ず
活
躍
し
た
ヘ

レ
ン・○
○
○

４　
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
こ
の
国
の

最
後
の
女
王

５　
尺
の
千
分
の一

６　
少
し
古
い
言
い
方
だ
と
チ
ョ

ッ
キ

７　
○
○
あ
り
！　
と一撃

８　
出
し
て
寝
る
と
、冷
え
て
痛

く
な
り
ま
す
よ

９　

赤
十
字
運
動
の
機
運
を
作

り
、「
ク
リ
ミ
ア
の
天
使
」と

呼
ば
れ
た

13　
シ
ー
ズ
ン

14　

シ
ル
ク
を
作
る
に
は
欠
か

せ
な
い
虫

15　
手
伝
い
や
助
け

17　
書
き
足
す
こ
と

18　

釣
り
は
コ
レ
が
強
け
れ
ば

大
物
ゲ
ッ
ト
か
も

19　
頭
に
従
う
人
々

20　
こ
の
国
初
の
女
性
首
相
は
、

イ
ン
デ
ィ
ラ・ガ
ン
デ
ィ
ー

21　
バ
ン
ビ
は
こ
の
動
物

23　
ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
と
キ
ュ
ウ
リ

の
酢
の
物

25　
素
早
く
、○
○
○
の
ご
と
く

逃
げ
出
す

27　

女
性
が
コ
レ
を
で
き
る
よ

う
参
政
権
獲
得
の
運
動
に

尽
く
し
た
ス
ー
ザ
ン・Ｂ・ア

ン
ソ
ニ
ー

28　
餃
子
に
つ
け
る
、赤
い
調
味

料

30　
←
→
以
南

31　

○
○
○
史
上
初
の
偉
大
な

女
性
指
導
者
、メ
ル
ケ
ル
元

首
相

32　
中
で
焼
き
芋
を
作
っ
た
り
す

る

33　
ナ
ッ
ツ
の一種
。最
近
は
乳
状

の
○
○
○
○
○
ミ
ル
ク
も

人
気

35　

困
窮
し
た
多
く
の
人
々
を

救
っ
た
、マ
ザ
ー
○
○
○

38　

本
島
か
ら
遠
い
の
で
宅
配

便
の
送
料
も
高
く
な
り
が

ち

39　
枯
れ
て
木
か
ら
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

41　
後
世
ま
で
名
が
残
り
、伝
記

を
書
か
れ
た
り
す
る
こ
と
も

44　

世
界
最
高
峰
で
あ
る
こ
の

山
に
登
っ
た
最
初
の
女
性
、

田
部
井
淳
子

46　

道
理
に
こ
だ
わ
る
○
○
○

屋
さ
ん

47　
○
○
○
湯
←
→
男
湯

49　
熱
い
も
の
は
苦
手
…

タ
テ
の
キ
ー

1 2 　 3 　 4
I

5  6 7  8
F

9

10 　 11 　   　  12
J

 13 　
　

  14 　 　 15 　 　
　

  

16 17 18  19  　 20
 

 21

22 　
A

23  　 24 　
D

25 　 26　
H

 
 

27
 

   　  28 　 　 29  
 

30  

  
 

31  32  33  
 

　 34 35
 

 

36
 

 
 

37
 

  　 38   
 

39   

 　
　

40 41  　 　 42  
E

  43 44

45 46  　 47 　  
　

48 49 
G

  

 
 

50
 

51
 

 
B

52 
 

　  53 54   
　

55  
 

  
 

56  57  
C

58 59  

 60  　
 

 61   
 

 62

回答欄 A B C D E F G H I J

正解者の中から
抽選で５名様に「商品券」をプレゼント!!

解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！

ＦＡＸでも受付しております
０１６５５−３−４０４５

［応募締め切り・発表］
令和7年11月30日（当日消印有効）

当選者は次号でお知らせします。
多数のご応募お待ちしていま
す！

クロスワードを解きA〜Jをつないだ言葉を答えて下さい。 
※「クロスワードTOP」より

　喪服のイメージだった黒をドレス
に取り入れた、ココ・シャネル。女性
の社会進出を後押しする彼女なり
の美学でした。

51　
勝
負
服
は
ま
わ
し

52　
は
ぁ
…

54　

世
界
一
有
名
な
○
○
○
、ピ

ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
作
者
は

著
作
権
を
管
理
し
て
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
駆

け
に

56　

雨
上
が
り
の
空
に
か
か
る

七
色
の
橋

58　
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
、

○
○
主
義
者

１　
パ
ラ
ッ
と
お
い
し
い
ご
飯
の

お
供

４　
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
破

っ
て
英
国
を
発
展
さ
せ
た

女
王

８　
臭
い
を
感
じ
取
る
器
官

10　
簡
単
。○
○
に
こ
な
す

11　
風
神
○
○
○
○

12　
ピ
ー
マ
ン
は
イ
ヤ
！

14　
車

15　
○
○
不
明
金

16　
空

18　
鶴
の
○
○
○
○
で
決
定

20　
改
革
は
○
○
○
○一退

22　

単
独
で
大
西
洋
を
○
○
○

○
で
渡
っ
た
女
性
初
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
、ア
メ
リ
ア・イ
ア
ハ

ー
ト

24　

実
験
的
な
小
説
で
当
時
の

○
○
○
○
を
リ
ー
ド
し
た

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア・ウ
ル
フ

26　
○
○
で
糸
を
引
く
黒
幕

27　
凹
の
反
対

28　

大
塩
平
八
郎
や
天
草
四
郎

が
起
こ
し
た

29　
あ
つ
ま
り

31　

英
国
で
初
め
て
公
的
に
医

師
登
録
さ
れ
た
○
○
○
○
、

エ
リ
ザ
ベ
ス・ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ

ル

33　

も
う
一口
欲
し
く
な
る
、○

○
を
引
く
味

34　
洋
風
の
旅
館

36　
お
で
こ

37　
ラ
ジ
ウ
ム
の
発
見
な
ど
で
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
二
回
受
賞
し

た
、○
○
○
○
夫
人

39　

電
車
の
○
○
○
で
時
間
に

間
に
合
わ
な
い
！

40　
後
を
つ
け
て
い
く
こ
と

42　

親
し
く
付
き
合
い
の
あ
る

間
柄
の
人

43　

感
覚
な
ど
が
鋭
く
働
く
こ

と
。頭
の
○
○

45　
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

47　
○
○
○
ゴ
ー
ル
、自
分
の
ゴ

ー
ル
に
シ
ュ
ー
ト
し
ち
ゃ
っ

た
…

48　
ス
プ
リ
ン
グ

50　

女
性
初
の
ア
メ
リ
カ
大
統

領
候
補
だ
っ
た
、ヒ
ラ
リ
ー・

○
○
○
○
○

53　
コ
コ・シ
ャ
ネ
ル
は
、○
○
を

締
め
付
け
る
コ
ル
セ
ッ
ト
か

ら
女
性
の
体
を
解
放
す
る

服
を
生
み
出
し
た

55　
余
話
、○
○
○
話

56　

後
世
に
残
る
貴
重
な
○
○

○
の
著
者
ア
ン
ネ・フ
ラ
ン

ク

57　
狐
が
好
き
な
寿
司
？

59　
褒
め
た
た
え
る
言
葉

60　
会
議
で
の
記
録
係

61　

デ
モ
行
進
に
参
加
し
て
○

○
○
行
動

62　
ぎ
っ
し
り
、○
○
○
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

ヨ
コ
の
キ
ー

前
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え

ん
じ
つ
、く
し
ろ
に
い
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。つ

く
の
に
６
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
し
あ
い
に
ま
け

た
の
で
、か
え
り
は
く
や
し
さ
で

30
分
に
お
も
い
ま
し
た
。

 （
風
連
）

は
、ま
い
に
ち
、お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
作
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
食
べ
て

い
ま
し
た
が
、秋
に
な
っ
て
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
の
が
さ
み
し
い

で
す
。秋
は
か
ぼ
ち
ゃ
が
楽
し

み
で
す
！
ま
ご
よ
り　

 （
風
連
）

年
も
６
才
の
息
子
と
虫

と
り
で
ト
ン
ボ
や
チ
ョ

ウ
チ
ョ
を
つ
か
ま
え
て
ま
す
。カ

ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
近
所

の
人
か
ら
い
た
だ
い
て
ゼ
リ
ー

を
あ
げ
て
い
ま
す
。　  （

名
寄
）

日
、お
彼
岸
に
孫
た
ち

が
遊
び
に
来
て
く
れ
て
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。み
ん
な
で

ご
先
祖
様
に
お
参
り
も
し
、心

が
温
ま
る一日
と
な
り
ま
し
た
。

　
朝
晩
の
空
気
が
ひ
ん
や
し
り

て
、秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す
ね
。

だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、皆
さ
ま
も
体
に
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（

名
寄
）

ち
で
は
永
く
、中
国
人

研
修
生
→
中
国
人
実
習

生
と
２
名
使
っ
て
き
て
、用
意
し

た
も
の
を
全
て
処
分
し
…
。そ

の
後
、夫
と
作
業
し
て
き
て
今

年
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
派

遣
君
を
５
月
か
ら
１
名
、８
月

か
ら
１
名
迎
え
作
業
し
て
き
ま

し
た
。気
づ
け
ば
も
う
９
月
に

入
り
、そ
の
２
名
と
も
今
月
で

契
約
が
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

日
本
語
が
通
じ
る
の
で
作
業
の

指
示
も
容
易
に
で
き
、迎
え
る

側
と
し
て
ス
ト
レ
ス
無
く
過
ご

せ
ま
し
た
。ま
た
、同
じ
方
と
御

縁
が
あ
り
ま
す
様
に
願
う
ば
か

り
で
す
。　　
　
　

 （
智
恵
文
）

…
…
…
…
…
…
…

　
今
回
の
応
募
総
数
は
25
通
で

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
か
ら
の
沢
山
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

せ

今

う

夏

先

カ
レ
イ
ナ
テ
ク
ニ
ッ
ク

［
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
］

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
５
名
の

方
に
商
品
券
を
送
り
ま
す
。（

敬
称
略
）

加
賀　
千
加
子（
風
連
）

山
本　
恵
美
子（
風
連
）

廣
島　
秀
子（
名
寄
）

木
原　
寿
美
子（
名
寄
）

尾
関　
幸
子（
智
恵
文
）
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